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全般的な情勢 

 アメリカの感染者があっという間に８万人を超えた。ヨーロッパでは全土でコロナウイ

ルスが猛威を振るっている。世界の感染者数も５０万人を一気に超えて、死亡者も２万３

千人となり、終わりが見えない。 

 

日本の現状 

感染者数の増え方が徐々に上向き始めた。経路がわからない市中感染もみられる。東京

都は新規の感染者が、２３日１６人、２４日１７人、２５日４１人、２６日４７人と激し

く増え始め、２６日夕刻小池知事は、「感染爆発の重大局面」と訴え、週末土日は東京・千

葉・埼玉・神奈川・山梨の 1 都 4 県が合同して自粛を要請した。また栃木・群馬・静岡・

愛知も東京への移動の自粛を求めた。これからの２週間、大きな変化が訪れそうな予感が

する。 

 

学校および学習塾に関係のある政府の方向性 

 学校が入学式・始業式に向けて動き始めた。東京・名古屋・大阪・神戸など感染者数の

多い地域については今後さらなる政府の要請が行われる可能性がある。都立高校について

は、４月１２日までは、時間差・分散登校を予定。東京都の小池知事が安倍首相に協力を

求め、政府は特措法本部を設置した。 

 

当組合としての指針 

 新規感染者が出なくなるまでは、下記の方針を堅持してください。 

1. 講師は、体調管理に最新の注意を払い、少しでも気になるようであれば、代講を立て

て休むようにする。 

2. 講師にはマスクを着用させ、生徒とある程度の間隔をあけて会話をする。咳エチケッ

トにも留意する。 

3. 生徒の来る前に、机・椅子などの備品をアルコールで拭き、消毒する。 

4. 生徒は、塾に来る前に手洗い・うがいなどを行い、マスクを必ず着用する。 

5. 教室に入る前に、生徒の体温・体調(咳など)のチェックを行い、体調に問題のある生

徒は、指導を受けさせないで自宅に帰す。 

6. 入室前に消毒エタノール等で、手指の殺菌を行う。 

7. 教室では、感染防止の目的で、一定の間隔をあけて着席させる。 

8. 定期的に換気を行う。 

9. 指導中は気分が悪くなった生徒に気を配り、他の生徒と引き離して、善処する。 

10. コロナウイルスによる緊急事態の期間中は、別途配布のストレスや精神的な不安定を

解消する方法を参考に、指導の中に取り入れる。 

  



              警     告                          

組合員に警告します。 

 ２月から緊張の続く新型コロナウイルス感染の状況が、ここへきて危機が高まってきて

います。 

 日本では、感染者数が少しずつ増え続けて来ましたが、突然東京都で今週感染者数が急

増し始めました。ここ二週間位どこかで大きくオーバーシュートが起こりそうです。 

 政府も急遽特措法の本部を設置。 

 もし学習塾で数名の感染者が今出たら、その学習塾の二週間程度の閉鎖にとどまらず市

長や知事が、クラスターをたたくつもりで、学習塾に自粛・当面の閉鎖を指示するかもし

れません。うちは関係ないと営業を続けたとしても、学校の先生が通うことを禁じ、保護

者が社会が激しく非難を浴びせるとすれば、その周辺の学習塾は休塾せざるを得ません。

あちこちでそのようなことが起これば、全国の学習塾すべてが休塾に追い込まれます。こ

れをきっかけにして塾通いをやめさせようとする方もいらっしゃるかもしれません。 

 当初の緊張感が緩んで、春期講習が始まり、生徒が通ってきていますが、ここから半月

程度が非常に危ない、怖い期間であると考えています。自塾で感染者を出さないから良い

というわけではありません。当組合の指針を参考にして徹底した防止策を要請します。 

 

教室運営についての指針 

1. 個別指導教室では、密集環境にはならないものの、下記の点に注意してご指導ください。. 

①  生徒と先生の間を 1ｍ以上開けて濃厚接触を避けてください。 

②  生徒と向き合って話をするとか近距離で話をするのは、発声による飛沫感染

の恐れがあるため、避けてください。 

③  指導と指導の間は机・椅子などを消毒液で拭くとともに、十分換気をしてく

ださい。 

④  組合員としての指針（別掲）を守り、指導に細心の注意を払ってください。 

2. 集団指導の教室では、油断をするとクラスター感染が起こる要素がたくさんあります。

しかし、自粛して休塾をしていては、経営が成り立ちません。下記の諸点について徹底

的にチェックしながら教室運営をお願いします。 

①  コロナウイルスの感染者が出るのは、誰かが持ち込まない限り、ありえませ

ん。無症状であっても何らかの異常を持っている教師・生徒がいるはずです。 

②  微熱・咳だけでなく、喉がいつもと違う、味や匂いがしない、だるくてやる

気が起きない。普段とは違う。熱っぽい。どんな症状でも訴えてきたら、念の

ためその日は休ませてください。その生徒が触った備品はアルコールで拭いて

ください。 

③  絶対に教室内に感染者を入れない。教室をロックダウン（感染者から封鎖）

してください。生徒を徹底してコロナウイルス感染から守ること。これを貫か

なければ教室運営は成り立たなくなることを肝に銘じてください。 

④  個別指導教室同様、組合員の指針（別掲）を守り、これからの 1,2か月をク

ラスターを起こさないように留意した指導をお願いします。 

3. この戦いはどのくらい続くかわかりません。できれば教室へ集めなくても、家庭とオン

ラインでつないで指導できる工夫をして、併用した指導を心がけてください。 



 

当組合から組合員へのサポート 

1. マスクや消毒用エタノールが足りない塾は、第 7報の中に申込用紙がありますので、プ

リントしてファックス（03-5996-3177）してください。消毒用エタノールは価格が前回

より少し上がりますが、標準小売価格より安く入荷予定です。 

2. マスクは引き続き注文中です。 

3. 次回、第 9報で情報交換会のご案内をいたします。一番大変な時期、是非ともご参加く

ださい。 

 

 


